別記様式第５号（第４条関係）
◇ 個　別　審　査　票
　　　　　
審査基準の項目ごとに、審査をお願いします。

	項目
	内　　　容
	＜評　　点＞
優れる　  適合　   　劣る

	地域性基準
	①登別市の自然や文化、伝統等の特性を有し、登別市のイメージ向上につながる物語性があること。

	
	　・地域資源や伝統等の活用が図られているか。
自然が持つ特性や機能の活用が図られているか。
	５　４　３　２　１　    　   

	
	　・地域に根ざした物語性や話題性があるか。
登別市のＰＲにつながる取り組みがあるか。
	５　４　３　２　１

	
	◆参考 → 日本を代表する温泉地（開湯150年）、地獄谷（北海道遺産）、大湯沼・奥の湯・大正地獄・

日和山等の火山現象地、天然足湯、カルルス温泉、倶多楽湖、橘湖、来馬岳（サンライバスキ

ー場）、オロフレ山、登別原始林、登別化石林、川又温泉、登別漁港、札内台地、幌別鉱山、

キウシト湿原、開拓史（片倉家）、温泉の三大史蹟（題目石、鉈作り観音、薬師如来）、

知里幸恵・真志保、幌別鉱山獅子舞、熊舞　など

	
	②他の地域で生産、製造される類似商品と比較して、品質、食味、価格等の面で優れていること。　

	
	　・商品の見た目が良く、優位性や独自性がある。
	５　４　３　２　１

	
	　・品質や味覚の面で優位性がある。
	５　４　３　２　１

	
	　・コストパフォーマンスが良い。（価格の妥当性）
	５　４　３　２　１

	
	　・受賞、表彰歴、取引実績などの面で優位性がある。
	５　４　３　２　１

	
	　・こだわりのある素材等を活用し、独自性がある。
	５　４　３　２　１

	
	③特許、商標登録等の知的財産権の取得や独自の取り組みがなされていること。

	
	　・独自の製法を採り入れて製造・加工している。
	５　４　３　２　１

	
	　・製造技術や市場の動向等の情報を収集し、研究開発、改良改善に取り組む姿勢がある。
	５　４　３　２　１

	
	　・パッケージデザインが斬新である等ユニークである。
	５　４　３　２　１

	
	　・ネーミングが登別と関連する等オリジナリティがある。
	５　４　３　２　１

	意欲等
	　ブランド化への意欲があり、登別ブランドの普及、認知度向上、他事業者等への波及効果が期待できる。

	
	　・ブランド化に対する意欲が感じられる。
	５　４　３　２　１

	
	　・ブランドの普及や認知度向上に貢献でき、他事業者への波及効果が期待できる。
	５　４　３　２　１


別記様式第６号（第４条関係）　
◇ 総 合 評 価 票

　個別審査票の審査結果を参考に、総合的に評価してください。

　【判定の考え方】
　　登別、登別温泉という全国的な「地名ブランド」により想起するイメージや価値意識を裏切らない商品であり、相乗効果が生まれることが期待できる。
	総　合　判　定
	数値判定
	適合（優れる）　　　　　  　　　  適合　　　　　　　 　　　非適合

	
	
	５　　　４　　　３　　　２　　　１

	
	推奨の適否
	１．推奨する　　　　　２．推奨しない


　
	※総合判定で、「推奨する」とした場合はその主な理由

「推奨しない」とした場合は、その理由や改善点



	※その他コメント
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